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公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
三
月
十
一
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
十
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
震
災

と
原
発
事
故
の
大
き
な
影
響
を
受
け
た
森
林
・
林
業
の
復
興
・
再
生
は
、
関
係
者
の
皆
様

の
懸
命
な
努
力
は
も
と
よ
り
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
い
て
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
森
林
・
林
業
の
再
生
を
成
し
と
げ
豊
か
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
、
二
年
目
と
な
る
「
第
二
期
復
興
・
創
生
期
間
」
に
お
い
て
も
、
林
業
関
係
団
体

が
一
体
と
な
っ
て
森
林
整
備
の
推
進
や
風
評
の
払
拭
、
林
業
担
い
手
の
育
成
、
き
の
こ
類

の
生
産
振
興
な
ど
様
々
な
課
題
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
本
県
森
林
・
林
業
の
復
興
・
再

生
を
実
感
で
き
る
実
効
性
の
あ
る
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
森
林
の
整
備
や
林

業
の
振
興
、
更
に
は
、
激
甚
化
す
る
災
害
に
負
け
な
い
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
に
お
い
て
も
、
今
後
の
施
策

の
基
本
的
方
向
を
示
す
「
福
島
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画
」
の
初
年
度
に
当
た
り
、
林
業

人
材
育
成
拠
点
「
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
」
の
長
期
研
修
講
座
が
い
よ
い
よ
開
講
さ

れ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
で
あ
る
当
協
会
は
、
広
範
な
会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
県
内
最
大
の
林

業
団
体
と
し
て
、
県
や
市
町
村
、
関
係
林
業
団
体
等
と
密
接
に
連
携
し
、
林
業
を
取
り
巻

く
情
勢
の
変
化
を
見
据
え
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
、
ふ
く
し
ま
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
平
成
三
十
年
度
に
行
わ
れ
た
全
国
植
樹
祭
や
全
国
林
業
後
継
者
大
会
の
成
果
が
次

の
世
代
に
確
実
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
、「
キ
ラ
リ
！
森も

林り

づ
く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
人
づ
く
り
（
森
林
整
備
の
推
進
と
森
林
・
林
業
の
振
興
）、
心
づ
く
り
（
緑
化
の

推
進
）、
産
地
づ
く
り
（
き
の
こ
類
の
振
興
）
及
び
県
土
づ
く
り
（
測
量
設
計
調
査
等
の

実
施
）
の
四
つ
の
柱
で
多
様
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

豊かで活力ある森林を次の世代へ

公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会 　
会長　齋　藤　卓　夫
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令
和
四
年
度
県
林
業
関
係
当
初
予
算

１　

は
じ
め
に

　

平
成
二
三
年
三
月
十
一
日
の
大
震
災
・

原
子
力
災
害
か
ら
十
一
年
が
経
過
し
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
、
海

岸
防
災
林
の
整
備
や
林
地
・
林
道
等
の
復

旧
が
お
お
む
ね
完
了
し
、
素
材
生
産
量
に

つ
い
て
も
震
災
以
前
の
水
準
に
回
復
、
森

林
整
備
と
そ
の
実
施
に
必
要
な
放
射
性
物

質
対
策
に
よ
る
森
林
再
生
を
図
る
な
ど
、

復
旧
・
復
興
の
歩
み
が
着
実
に
進
ん
で
き

た
一
方
で
、
未
だ
多
く
の
市
町
村
で
野
生

き
の
こ
等
の
出
荷
制
限
が
継
続
し
て
い
る

な
ど
の
課
題
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
新
た
な
脅
威
で
あ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
人
口
減
少

が
地
域
経
済
の
活
力
の
低
下
や
地
方
創

生
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
対
応
す
る
施

策
の
展
開
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
令
和
四
年
度
か
ら
令
和

十
二
年
度
ま
で
の
九
か
年
の
新
た
な
福
島

県
総
合
計
画
（
以
下
「
総
合
計
画
」
と
い

う
。）
が
令
和
三
年
十
月
に
策
定
さ
れ
、

農
林
水
産
分
野
の
各
政
策
の
基
本
方
向
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
新
し
い
福
島
県
農

林
水
産
業
振
興
計
画
（
以
下
「
振
興
計
画
」

と
い
う
。）
を
令
和
三
年
十
二
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

２　

新
し
い
福
島
県
農
林
水
産
業
振
興

　

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
社
会
経
済
情
勢

が
著
し
く
変
化
を
続
け
て
い
る
中
で
、
東

日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興

を
果
た
し
、
県
民
の
い
の
ち
と
地
域
経
済

を
支
え
る
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
が
更

に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
基
本
目
標
を

『「
も
う
か
る
」「
誇
れ
る
」
共
に
創
る
ふ

く
し
ま
の
農
林
水
産
業
と
農
山
漁
村
』
と

定
め
、
四
つ
の
目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け

た
六
つ
の
施
策
展
開
方
向
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

施
策
の
展
開
方
向

　

⑴　

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
興
の
加
速
化

　

⑵　

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成

　

⑶　

生
産
基
盤
の
確
保
・
整
備
と
試
験

研
究
の
推
進

　

⑷　

需
要
を
創
出
す
る
流
通
・
販
売
戦

略
の
実
践

　

⑸　

戦
略
的
な
生
産
活
動
の
展
開

　

⑹　

活
力
と
魅
力
あ
る
農
山
漁
村
の
創

生

３　

振
興
計
画
に
お
け
る
森
林
林
業
の

　

施
策
の
展
開
方
向

　

六
つ
の
政
策
展
開
方
向
の
中
で
、
森
林

林
業
の
重
点
的
な
施
策
は
、
森
林
整
備
の

推
進
、
広
葉
樹
林
（
き
の
こ
原
木
林
）
の

再
生
、
担
い
手
対
策
、
大
径
材
の
活
用
、

森
林
資
源
の
適
正
な
管
理
、
林
道
等
路
網

の
整
備
、
山
地
災
害
の
防
止
、
病
虫
獣
害

対
策
な
ど
と
し
、
令
和
四
年
度
よ
り
振
興

計
画
に
基
づ
き
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
「
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」

の
施
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
林
業

担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
に
お
い
て
は
、

本
県
の
林
業
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に

発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
成
長
産
業
と
す

る
た
め
、
令
和
四
年
四
月
に
本
格
開
講
す

る
「
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
」
に
お

い
て
、
新
規
林
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
の
実
現
の
た
め
に
は
、
農

林
水
産
業
に
関
わ
る
人
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
方
々
が
、
地
域
や
業
種
を
超
え
、

そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
参
画
し
、
農
林
水
産

業
・
農
山
漁
村
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

福
島
県
農
林
水
産
部

新
し
い
福
島
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画
及
び
令
和
四
年
度
予
算
に
つ
い
て 

▼
森
林
計
画
課
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４　

令
和
四
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

令
和
四
年
度
予
算
は
プ
ラ
ン
の
六
つ
の

「
施
策
の
展
開
方
向
」
を
柱
に
編
成
し
、

森
林
林
業
関
係
予
算
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、「
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
の
加
速
化
」
に

つ
い
て
は
、「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

（
四
、
三
八
五
、
七
五
一
千
円
）」、「
多
様

な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
に
つ
い
て
は
、

「
林
業
人
材
育
成
事
業
（
四
〇
八
、
六
六

九
千
円
）」、「
活
力
と
魅
力
あ
る
農
山
漁

村
の
創
生
」
に
つ
い
て
は
、「
森も

林り

と
の

き
ず
な
事
業
（
一
二
、
九
七
八
千
円
）」

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

５　

各
施
策
の
森
林
林
業
予
算
概
要
に

　

つ
い
て

　

福
島
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画
の
六
つ

の
施
策
展
開
方
向
の
う
ち
、
森
林
林
業
関

係
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
四
つ
の

施
策
展
開
に
つ
い
て
、
主
な
予
算
概
要
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
放
射
性
物
質
除
去
・
低
減
技
術
開
発
事

業（
森
林
林
業
） 

二
五
、
六
三
三
千
円

　

安
全
・
安
心
な
林
産
物
生
産
の
た
め
、

放
射
性
物
質
除
去
・
低
減
技
術
等
を
開
発

し
、
成
果
を
迅
速
に
現
場
に
普
及
し
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
は
、
放
射
性
物
質
の
林
産

物
・
特
用
林
産
物
へ
の
影
響
の
実
態
把
握

と
、
吸
収
・
抑
制
・
低
減
技
術
の
開
発
に

よ
る
生
産
者
支
援
技
術
を
確
立
す
る
た

め
、
次
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

ア　

山
菜
類
の
放
射
性
物
質
汚
染
動
態
の

把
握
と
汚
染
低
減
対
策

イ　

県
産
き
の
こ
の
放
射
性
物
質
汚
染
低

減
対
策

ウ　

県
産
き
の
こ
の
放
射
性
物
質
汚
染
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

エ　

コ
ナ
ラ
等
立
木
の
汚
染
実
態
に
関
す

る
研
究

オ　

コ
ナ
ラ
等
立
木
の
放
射
性
Cs
移
行
要

因
等
に
関
す
る
研
究

カ　

コ
ナ
ラ
等
広
葉
樹
の
利
用
促
進
に
関

す
る
研
究

キ　

森
林
内
に
お
け
る
放
射
性
物
質
動
態

把
握
調
査
事
業

一
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

の
加
速
化

◆
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

 

四
、
三
八
五
、
七
五
一
千
円

　

原
発
事
故
以
降
、
放
射
性
物
質
の
影
響

に
よ
り
間
伐
等
の
森
林
整
備
が
停
滞
し
、

森
林
の
荒
廃
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
森
林
整

備
と
そ
の
実
施
に
必
要
な
放
射
性
物
質
対

策
を
行
い
、
森
林
の
再
生
を
図
り
ま
す
。

①
事
前
調
査
や
森
林
所
有
者
の
同
意
取
得
等

②
整
備
前
後
に
お
け
る
空
間
線
量
率
の
測
定

③
土
砂
移
動
抑
制
対
策
（
丸
太
筋
工
の
設

置
等
）

④
森
林
整
備
（
間
伐
、
更
新
伐
等
）

⑤
路
網
整
備
（
森
林
作
業
道
の
開
設
等
）

森林・林業・木材産業の予算額（当初） （単位：百万円）

（注）予算要求は、林業費（職員費、試験研究費を除く）と林業災害復旧費の合計を計上

区　分 Ｒ４当初 Ｒ３当初 増減額 増減率

予　算　額　計 17,433 17,877 △　444 97.5％

一般事業費 8,663 8,462 201 102.4％

公共事業費 8,770 9,415 △　645 93.1％

一般公共 6,845 7,141 △　296 95.9％

県単公共 1,925 2,274 △　349 84.7％

土砂の移動を抑える丸太筋工
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◆
安
全
な
き
の
こ
原
木
等
供
給
支
援
事
業

 

二
七
五
、
五
〇
一
千
円

　

本
県
は
震
災
前
ま
で
は
全
国
有
数
の
き

の
こ
原
木
の
供
給
地
で
し
た
が
、
原
発
事

故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
影
響
に
よ
り
、

き
の
こ
原
木
の
生
産
は
大
き
く
落
ち
込

み
、
そ
の
他
の
栽
培
き
の
こ
の
生
産
資
材

も
運
搬
経
費
の
掛
か
り
増
し
等
に
よ
り
価

格
が
高
騰
す
る
な
ど
、
生
産
者
に
は
そ
の

調
達
コ
ス
ト
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
栽
培
き
の
こ
生
産
者
の
経

営
意
欲
が
減
退
し
な
い
よ
う
、
き
の
こ
栽

培
に
必
要
な
生
産
資
材
の
円
滑
な
調
達
に

取
り
組
む
団
体
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、

生
産
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
本
県
栽
培
き
の
こ
の
生
産
振
興
を
推

進
し
ま
す
。

◆
里
山
再
生
事
業 

三
〇
、
五
六
〇
千
円

　

住
民
が
身
近
に
利
用
し
て
き
た
日
常
的

に
人
が
立
ち
入
る
里
山
に
お
い
て
、
住
民

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
里
山
の
環
境
作

り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
里
山
再
生
事

業
に
お
け
る
事
業
効
果
を
検
証
し
、
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

空
間
線
量
率
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

①
森
林
整
備
及
び
路
網
整
備

②
放
射
性
物
質
対
策

③
空
間
線
量
率
調
査

◆
森
林
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
事
業

 

一
〇
五
、
〇
〇
〇
千
円

　

県
内
の
民
有
林
を
対
象
に
、
森
林
内
の

空
間
線
量
率
や
立
木
、
土
壌
に
含
ま
れ
る

放
射
性
物
質
濃
度
の
調
査
、
実
証
及
び
結

果
の
評
価
・
解
析
等
を
行
い
、
森
林
に
お

け
る
放
射
性
物
質
対
策
を
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
情
報
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
広
葉
樹
林
再
生
事
業

 

六
三
〇
、
八
〇
四
千
円

　

放
射
性
物
質
の
影
響
に
よ
り
き
の
こ
原

木
や
薪
炭
用
原
木
の
指
標
値
（
原
木
と
し

て
利
用
可
能
な
放
射
性
物
質
濃
度
）
を
超

え
る
原
木
林
に
つ
い
て
は
、
原
木
の
生
産

が
停
止
し
、
次
世
代
へ
の
更
新
に
必
要
な

伐
採
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
萌
芽

更
新
（
ぼ
う
が
こ
う
し
ん
）
を
促
す
伐
採

を
行
い
、
き
の
こ
原
木
林
等
広
葉
樹
林
の

再
生
を
図
り
ま
す
。

①
事
前
調
査
や
森
林
所
有
者
の
同
意
取
得
等

②
更
新
に
必
要
な
伐
採
、
植
栽
及
び
下
刈

③
路
網
整
備
（
森
林
作
業
道
の
開
設
等
）

④
萌
芽
枝
等
の
放
射
性
物
質
濃
度
調
査
等

◆
放
射
性
物
質
被
害
林
産
物
処
理
支
援
事

業 

九
三
三
、
六
七
二
千
円

　

木
材
加
工
の
工
程
で
発
生
す
る
樹
皮

（
バ
ー
ク
）
に
つ
い
て
は
、
原
発
事
故
前

は
燃
料
や
肥
料
等
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
放
射
性
物
質
の
影
響
か
ら
産

業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
た
め
、
製
材
工
場
等
の
木
材

事
業
者
が
安
定
し
た
事
業
活
動
を
行
い
、

製
材
品
等
の
林
産
物
が
円
滑
に
流
通
さ
れ

る
よ
う
、
当
該
処
分
経
費
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
バ
ー
ク
の
利
用
拡
大
に

向
け
た
新
た
な
利
用
方
法
の
開
発
や
利
用

に
際
し
て
の
安
全
性
の
検
証
の
支
援
な
ど

を
行
い
ま
す
。

①
汚
染
樹
皮
処
理
支
援
事
業

 

（
貸
付
）
六
三
一
、
〇
七
二
千
円

 

（
補
助
）
二
九
四
、
六
〇
〇
千
円

②
樹
皮
利
活
用
安
全
性
検
証
事
業

 

八
、
〇
〇
〇
千
円

切り株から発生した萌芽枝
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◆
林
業
人
材
育
成
事
業

 
四
〇
八
、
六
六
九
千
円

　

本
県
の
人
工
林
の
半
数
以
上
が
五
〇
年

生
を
越
え
、
資
源
が
充
実
し
収
穫
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
森
林
の
公
益
的
機
能
を
維
持
し

つ
つ
資
源
活
用
を
行
う
た
め
に
、
適
切
な

森
林
資
源
の
管
理
を
担
う
林
業
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
林
業
研
修
拠
点
施
設
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
研
修
拠
点
に
お
け

る
研
修
「
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
」

を
実
施
し
ま
す
。

①
地
方
創
生
林
業
研
修
拠
点
整
備
運
営
事

業 

三
一
七
、
二
六
〇
千
円

②
林
業
研
修
拠
点
整
備
運
営
事
業

 

九
一
、
四
〇
九
千
円

◆
林
業
就
労
環
境
整
備
支
援
事
業
（
森
林

環
境
譲
与
税
） 

三
三
、
五
一
七
千
円

　

本
県
の
森
林
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質

の
影
響
を
受
け
、
森
林
整
備
や
林
業
生
産

活
動
が
停
滞
す
る
と
と
も
に
、
新
規
林
業

就
業
者
が
減
少
し
、
若
年
労
働
者
の
就
業

後
の
定
着
率
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
県
の
森
林
再
生
や
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
に

必
要
な
林
業
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、

就
労
環
境
の
改
善
や
労
働
安
全
の
確
保
及

び
林
業
事
業
体
等
の
調
査
分
析
に
関
す
る

事
業
を
行
い
ま
す
。

①
林
業
就
労
環
境
整
備
支
援
事
業

 

二
一
、
五
五
四
千
円

②
木
こ
り
の
安
全
確
保
推
進
事
業

 

七
、
〇
〇
三
千
円

③
林
業
事
業
体
等
リ
サ
ー
チ
事
業

 

四
、
九
六
〇
千
円

◆
福
島
イ
ノ
ベ
構
想
に
基
づ
く
林
業
先
端

技
術
展
開
事
業
（「
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
等

搭
載
ド
ロ
ー
ン
と
深
層
学
習
を
活
用
し

た
帰
還
困
難
区
域
等
の
森
林
資
源
利
用

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」） 

八
六
一
千
円

　

原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
森
林
施
業
が

停
滞
し
て
い
る
旧
避
難
指
示
区
域
等
の
森

林
に
お
い
て
、
作
業
員
の
被
曝
を
低
減
し

て
効
率
的
な
森
林
施
業
を
提
案
す
る
た
め

に
は
、
森
林
内
の
詳
細
な
線
量
分
布
や
森

林
資
源
情
報
の
把
握
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
や
線
量
計

を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
森
林
情
報

の
取
得
技
術
や
深
層
学
習
（
Ａ
Ｉ
）
を
活

用
し
、
樹
種
別
の
材
積
、
単
木
毎
の
樹
形

や
位
置
、
詳
細
な
線
量
マ
ッ
プ
等
を
解
析

す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
す
。
ま
た
、

構
築
し
た
シ
ス
テ
ム
や
解
析
し
た
森
林
資

源
情
報
を
現
場
で
容
易
に
活
用
す
る
た
め

の
方
法
も
検
討
し
ま
す
。

◆
林
道
整
備
事
業
（
林
道
整
備
事
業
、
林

業
専
用
道
整
備
事
業
）

 

一
、
九
八
六
、
九
五
七
千
円

　

森
林
の
有
す
る
多
面
的
な
機
能
の
高
度

な
発
揮
に
向
け
た
森
林
整
備
や
効
率
的
か

つ
安
定
的
な
林
業
経
営
の
確
立
に
資
す
る

林
内
路
網
の
促
進
、
ま
た
、
林
業
就
業
者

の
多
く
が
居
住
す
る
山
村
地
域
の
快
適
な

生
活
環
境
の
向
上
、
災
害
時
の
代
替
路
と

な
る
林
道
の
整
備
、
機
能
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

①
林
内
路
網
の
幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設

②
林
道
を
補
完
し
一
〇
㌧
積
程
度
の
ト

ラ
ッ
ク
が
走
行
で
き
る
林
業
専
用
道
の

開
設

③
災
害
時
の
代
替
路
と
な
る
林
道
の
整
備

④
既
設
林
道
の
局
部
的
改
良
の
支
援

林業専用道を利用した木材輸送

二
、
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・

育
成

三
、
生
産
基
盤
の
確
保
・
整
備

と
試
験
研
究
の
推
進
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◆
森も

林り

と
の
き
づ
な
事
業

 

一
二
、
九
七
八
千
円

　

震
災
や
原
子
力
災
害
発
生
以
降
の
森
林

の
現
状
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を
深
め
つ

つ
、
森も

林り

づ
く
り
意
識
の
浸
透
や
拡
大
を

図
る
た
め
、
森
林
環
境
に
関
す
る
情
報
を

収
集
す
る
と
と
も
に
、
森
林
の
現
状
や
福

島
県
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
県
産
材
利

活
用
及
び
県
民
参
画
に
よ
る
森も

林り

づ
く
り

の
情
報
を
発
信
す
る
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
の
適
正
な
保
全
や
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

森
林
認
証
制
度
の
普
及
Ｐ
Ｒ
と
認
証
取
得

を
補
助
す
る
。

　

さ
ら
に
、
新
た
に
社
会
の
担
い
手
と
な

る
二
〇
歳
前
後
の
青
年
を
対
象
に
、
福
島

県
の
森
林
に
対
す
る
関
心
と
理
解
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
県
内
の
大
学
等
に
お
け
る

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

森
林
に
関
す
る
自
己
学
習
活
動
を
支
援
す

る
。

◆
森
林
情
報
（
ク
ラ
ウ
ド
）
活
用
推
進
事

業
（
森
林
環
境
適
正
管
理
事
業
）

 

一
一
、
九
九
六
千
円

　

森
林
情
報
の
管
理
と
業
務
の
効
率
化
、

市
町
村
等
と
の
情
報
共
有
を
図
る
た
め
に

導
入
し
た
「
ふ
く
し
ま
森
林
ク
ラ
ウ
ド
シ

ス
テ
ム
」
及
び
一
般
向
け
森
林
情
報
地
図

サ
イ
ト
「
ふ
く
し
ま
森
ま
っ
ぷ
」
等
の
保

守
・
運
用
を
行
い
ま
す
。

◆
治
山
事
業
（
復
興
創
生
）

 

一
、
二
九
三
、
六
八
〇
千
円

　

当
該
事
業
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

に
よ
り
失
わ
れ
た
保
安
林
の
機
能
を
確
保

（
回
復
）
す
る
た
め
、
多
重
防
御
の
一
環

と
し
て
海
岸
防
災
林
造
成
を
実
施
す
る
事

業
で
す
。

　

事
業
内
容
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

害
を
踏
ま
え
、
保
安
林
の
津
波
防
災
機
能

を
強
化
す
る
こ
と
と
し
、
林
帯
幅
に
つ
い

て
、
市
町
の
復
興
整
備
計
画
に
基
づ
き
概

ね
二
〇
〇
㍍
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
盛

土
に
よ
り
地
下
水
位
か
ら
三
㍍
程
度
の
植

生
基
盤
を
確
保
し
、
ク
ロ
マ
ツ
等
の
植
栽

森林クラウド

森まっぷ

に
よ
り
「
粘
り
強
い
海
岸
防
災
林
」
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

◆
治
山
事
業
（
一
般
治
山
事
業
）

 

四
七
四
、
一
八
八
千
円

　

当
該
事
業
は
、
森
林
の
維
持
造
成
を
通

じ
て
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
県
民
の

生
命
・
財
産
を
保
全
す
る
こ
と
や
、
水
源

か
ん
養
、
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
等
を

図
る
こ
と
で
、
安
全
で
安
心
で
き
る
豊
か

な
く
ら
し
の
実
現
を
図
る
う
え
で
不
可
欠

な
事
業
で
す
。

　

事
業
内
容
は
、
山
地
災
害
等
に
よ
る
被

害
の
防
止
及
び
水
源
地
域
等
の
保
安
林
の

機
能
を
維
持
強
化
す
る
た
め
、
渓
流
や
山

腹
斜
面
の
安
定
に
向
け
た
治
山
ダ
ム
工
、

土
留
工
等
の
施
設
の
整
備
や
植
栽
、
森
林

の
造
成
等
を
行
い
、
荒
廃
地
及
び
荒
廃
危

険
地
等
の
復
旧
整
備
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

令
和
四
年
度
の
治
山
事
業
で
は
、
令
和

元
年
東
日
本
台
風
の
被
災
地
復
旧
や
森
林

の
機
能
強
化
に
加
え
、
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靭
化
対
策
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

（被害前）

（被害後）

（整備後）

◇大津波による被害前後の状況（南相馬市鹿島地区）

四
、
活
力
と
魅
力
あ
る
農
山

漁
村
の
再
生
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て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
島
県
も
り

の
案
内
人
の
会
及
び
ふ
く
し
ま
・
グ
リ
ー

ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
会
と
し
て
の
活
動
に
取
り
組
む

ほ
か
、
県
や
市
町
村
、
学
校
等
か
ら
の
要

請
に
応
じ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
員
間
の
交
流
を
通
し
て
、
技
術
や

指
導
方
法
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
森
林
と
ふ
れ
あ
う

イ
ベ
ン
ト
や
林
業
体
験
な
ど
各
種
活
動
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

福
島
県
も
り
の
案
内
人
及
び

福
島
県
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

福
島
県
森
林
計
画
課

　
「
福
島
県
も
り
の
案
内
人
」
は
、
森
林

の
大
切
さ
を
県
民
に
広
く
伝
え
る
た
め
、

四
季
の
森
林
と
ふ
れ
あ
い
、
共
に
学
ぶ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
と
し
て
県
内
各
地

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

も
り
の
案
内
人
は
、
県
が
平
成
九
年
度

か
ら
認
定
を
し
て
お
り
、
令
和
四
年
三
月

末
現
在
六
一
〇
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
り
の
案
内
人
に
な
る
た
め
に
は
、「
も

り
の
案
内
人
養
成
講
座
」
を
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
講
座
は
全
二
五
単
位
で
、

福
島
県
の
森
林
環
境
や
森
林
文
化
、
森
林

づ
く
り
の
基
礎
か
ら
活
動
の
実
践
を
想
定

し
た
企
画
立
案
な
ど
、
森
林
づ
く
り
活
動

に
関
わ
る
様
々
な
知
識
や
手
法
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
講
座
を
修
了
し
、
認
定
試
験
に
合
格

し
た
方
を
も
り
の
案
内
人
と
し
て
認
定
し

て
い
ま
す
。

　
「
福
島
県
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」

は
、
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
を
推
進
し

林
業
の
重
要
性
を
広
く
伝
え
る
た
め
、
森

林
整
備
と
安
全
確
保
に
関
す
る
高
い
知
識

と
技
術
を
兼
ね
備
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
指
導
者
と
し
て
、
県
が
平
成
十
五
年

か
ら
認
定
し
て
お
り
、
令
和
四
年
三
月
末

現
在
一
三
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
な
る
た
め

に
は
、「
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
養
成

講
座
」
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
講

座
は
八
日
間
で
、
森
林
施
業
や
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
安
全
な
取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
で
、
専
門
性
の
高
い
知
識
と
技
術

を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
座
修
了
後
、
五
日
間
以
上
の
森
林
整

備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
の
経
験
を
積
み
、

認
定
試
験
に
合
格
し
た
方
を
グ
リ
ー
ン

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
三
年
度
は
、
も
り
の
案
内
人
十
五

名
、
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
二
名
の
方

が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
認
定
さ
れ
た
方
々
に
よ
っ

グリーンフォレスター養成講座

もりの案内人養成講座
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１　

は
じ
め
に
。
森
林
整
備
っ
て
何
？

　

森
林
に
人
の
手
を
加
え
、
健
全
で
活
力

あ
る
森
林
を
つ
く
り
あ
げ
る
。

　

森
林
に
対
し
て
人
が
積
極
的
に
働
き
か

け
て
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
引
き

出
す
。

　

こ
れ
が
森
林
整
備
の
考
え
で
す
。

　

森
林
は
、
人
の
手
を
加
え
適
切
に
管
理

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

元
か
ら
の
要
望
や
現
場
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
様
々
な
補
助
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
、
八
回
に
渡
っ
て
、
各
種
補
助

事
業
を
活
用
し
た
取
組
と
合
わ
せ
て
、
現

場
の
技
術
的
な
課
題
や
工
夫
等
に
つ
い
て

紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

紹
介
す
る
補
助
事
業
は
…

　

今
回
紹
介
す
る
事
業
は
、「
一
般
造
林

事
業
（
復
興
創
生
）」
で
す
。
復
興
創
生

と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
と
お
り
、
国

庫
補
助
金
の
一
部
に
復
興
特
別
会
計
予
算

が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

３　

事
業
内
容

　

⑴
補
助
対
象
森
林

　
　

民
有
林
（
一
施
行
地
の
面
積
が
〇
・

一
㌶
以
上
）
を
対
象
に
、
森
林
所
有
者

等
が
行
う
植
栽
・
下
刈
り
か
ら
除
間
伐

な
ど
一
連
の
森
林
施
業
を
支
援
す
る
制

度
で
、
国
庫
補
助
事
業
の
「
森
林
環
境

保
全
直
接
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

⑵
令
和
四
年
度
予
算
額

 

五
六
三
、
八
〇
〇
千
円

４　

取
組
事
例
の
紹
介

県
南
農
林
事
務
所
管
内
塙
町

○
実
施
概
要

　

伐
採
し
た
県
行
造
林
跡
地
に
お
い
て
、

一
般
造
林
事
業
（
復
興
創
生
）
を
活
用
し
、

再
造
林
を
推
進
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。

・
実
施
場
所
：
塙
町
大
字
台
宿
地
内

・
植
栽
面
積
：
八
・
九
五
㌶

・
樹　
　

種
：
ス
ギ
（
コ
ン
テ
ナ
苗
）

・
時　
　

期
：
令
和
三
年
度

・
植
栽
密
度
：
二
、
〇
〇
〇
本
／
㌶

・
補 

助 

額
：
五
、
五
五
〇
千
円

　

県
行
造
林
は
、
県
が
土
地
所
有
者
と
契

約
を
結
ん
で
造
林
を
行
い
、
契
約
満
期
に

達
し
た
と
き
に
、
立
木
を
伐
採
し
て
販
売

し
、
収
益
を
分
け
合
う
も
の
で
す
。
立
木

を
伐
採
し
た
跡
地
は
、
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
維
持
向
上
の
た
め
、
も
う
一

度
木
を
植
え
て
、
森
林
に
育
て
る
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
立
木
を
販
売
し
た
収
益
だ

け
で
は
植
栽
や
下
刈
り
等
の
保
育
費
用
が

十
分
と
は
い
え
ず
、
再
造
林
が
進
み
に
く

い
こ
と
が
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
事
務
所
で
は
、
土
地
所

有
者
や
伐
採
・
造
林
事
業
者
に
当
該
事
業

の
活
用
を
働
き
か
け
、
再
造
林
を
支
援
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
技
術
面
で
の
工
夫

　

森
林
所
有
者
の
植
栽
や
保
育
の
費
用
負

担
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
解
決
に
向
け
、
事
業
に
よ
る
支
援
と
合

わ
せ
、
低
コ
ス
ト
化
や
省
力
化
に
つ
な
が

る
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
植
栽
に
は
コ
ン
テ
ナ
苗
を
用
い

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、

従
来
の
苗
（
裸
苗
）
に
比
べ
、
植
栽
時
に

乾
燥
に
さ
ら
さ
れ
に
く
く
、
根
が
傷
ま
な

い
特
徴
が
あ
り
、
植
栽
す
る
時
期
を
長
く

設
定
で
き
ま
す
。
ま
た
、
苗
木
の
初
期
生

長
が
早
い
の
で
、
下
刈
の
回
数
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
植
栽
密
度
を
一
般
的
な
ヘ
ク

タ
ー
ル
二
、
五
〇
〇
本
か
ら
、
二
、
〇
〇

〇
本
植
え
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は

保
育
間
伐
の
回
数
を
削
減
し
、
収
穫
ま
で

の
費
用
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
取
組
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
今
後
は
、
現
地
の
状
況
を

確
認
し
、
関
係
者
か
ら
の
意
見
等
を
聞
き

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
取
組
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
新
た
な
森
林
づ
く
り
」①
　
多
面
的
機
能
の
維
持
向
上
に
向
け
た
取
組

一
般
造
林
（
復
興
創
生
）
事
業　

福
島
県
森
林
整
備
課　

県
南
農
林
事
務
所

コンテナ苗（スギ）

植栽地（Ｒ４.３月上旬撮影）



林業福島　令和４年４月１日発行

9―　 ―

◎
は
じ
め
に

　

林
野
庁
で
は
、
優
れ
た
自
然
景
観
な
ど

魅
力
あ
る
国
有
林
を
「
日
本
美
し
の
森　

お
薦
め
国
有
林
」
に
全
国
で
九
三
箇
所
選

定
し
て
お
り
ま
す
。
会
津
森
林
管
理
署
管

内
に
は
そ
の
う
ち
全
国
最
多
と
な
る
五
箇

所
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
を

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
国

民
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
整

備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

１　

会
津
東
山
自
然
休
養
林

　

会
津
盆
地
と
猪
苗
代
湖
を
隔
て
る
背
炙

山
に
広
が
る
自
然
休
養
林
で
す
。山
頂
か

ら
は
会
津
盆
地
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、

飯
豊
山
、磐
梯
山
、猪
苗
代
湖
な
ど
の
雄
大

な
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
ま
す
。

２　

蓋
沼
自
然
観
察
教
育
林

　

蓋
沼
（
ふ
た
ぬ
ま
）
は
会
津
美
里
町
の

蓋
沼
森
林
公
園
内
に
あ
り
、
沼
の
中
央
に

あ
る
大
き
な
浮
島
（
長
径
約
七
五
㍍
、
短

団体のページ

径
約
四
〇
㍍
）
は
、
福
島
県
指
定
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
原
始
の
ま
ま

の
状
態
で
湿
原
植
物
が
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や
ハ
ッ
チ
ョ

ウ
ト
ン
ボ
、
サ
ギ
ソ
ウ
等
の
動
植
物
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３　

沼
沢
湖
自
然
観
察
教
育
林

　

沼
沢
湖
は
、
金
山
町
に
あ
り
、
約
五
、

六
〇
〇
年
前
に
火
山
の
噴
火
に
よ
り
で
き

た
カ
ル
デ
ラ
湖
で
す
。
沼
沢
湖
を
囲
ん

だ
、
外
輪
山
の
惣
山
、
前
山
の
尾
根
に
は

遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ナ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
等
の
新
緑
や
紅
葉

が
透
明
度
県
内
一
と
言
わ
れ
、
神
秘
的
な

色
を
漂
わ
せ
る
湖
面
に
四
季
を
美
し
く
映

し
出
す
様
は
、
足
を
止
め
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

４　

達
沢
不
動
滝
風
景
林

　

猪
苗
代
町
達
沢
地
区
に
あ
る
瀧
で
、
高

さ
一
〇
㍍
、
幅
一
六
㍍
に
わ
た
り
、
一
枚

１.背炙山から望む猪苗代湖

２.蓋沼

３.沼沢湖

４.達沢不動滝

岩
の
黒
い
岩
肌
を
一
枚
の
カ
ー
テ
ン
の
よ

う
に
流
れ
落
ち
る
福
島
県
を
代
表
す
る
瀧

で
す
。

５　

裏
磐
梯
デ
コ
平
ス
ポ
ー
ツ
林

　

吾
妻
連
峰
の
西
大
巓
（
一
、
九
八
二
㍍
）

の
南
斜
面
に
広
が
る
高
原
（
北
塩
原
村
）

で
、
冬
は
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、

ま
た
春
か
ら
秋
に
は
湿
原
や
ブ
ナ
原
生
林

の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
登
山
を
通
じ
て
四
季

折
々
の
景
色
を
満
喫
で
き
ま
す
。

◎
結
び
に

　

現
在
、
全
世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
が
広
が
っ
て
お
り
、
大
勢

で
外
出
す
る
機
会
も
減
っ
て
き
て
い
る
現

状
で
す
が
、
こ
の
先
、
終
息
に
向
か
い
、

福
島
県
内
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
以

前
の
活
気
が
戻
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
引

き
続
き
地
域
振
興
に
心
を
配
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
森
林
や
施
設

の
整
備
を
計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。５.スキー場から望む磐梯山

会津森林管理署の
お薦め国有林

森林管理署メモ

会津森林管理署
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団体のページ
　

令
和
二
年
六
月
Ｒ
Ｃ
造
か
ら
木
造
（
縦

ロ
グ
構
法　

木
材
使
用
量　

二
七
六
・
一

九
立
方
㍍
）
に
改
築
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

対
象
（
対
象
施
設
の
概
要 

参
照
）
に
内

装
木
質
が
医
療
ス
タ
ッ
フ
・
来
院
者
に
も

た
ら
す
効
果
の
実
証
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
来
院
者
の
施
設
に
対
す
る
評
価

や
Ｒ
Ｃ
造
か
ら
木
造
・
木
質
内
装
に
改
装

し
た
こ
と
に
よ
る
子
供
の
行
動
変
化
・
病

院
ス
タ
ッ
フ
の
施
設
に
対
す
る
評
価
に
つ

い
て
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
調
査
・
分
析
の
結
果
を

報
告
し
ま
す
。

⑴　

来
院
者
（
保
護
者
）
の
施
設
に
対
す

る
評
価
は
、
受
付
や
待
合
室
は
じ
め
施

設
全
体
の
雰
囲
気
・
快
適
性
の
評
価
な

ど
、
Ｒ
Ｃ
造
の
旧
診
療
所
と
比
較
し
て

改
築
さ
れ
た
木
造
・
木
質
内
装
の
診
療

所
の
方
が
高
い
評
価
と
な
り
ま
し
た
。

木連だより

内
装
木
質
化
が
も
た
ら
す
効
果

�

そ
の
４　

ま
と
め

（
令
和
二
年
度 

内
装
木
質
が
小
児
患
者
等

に
及
ぼ
す
影
響
効
果
調
査
よ
り
）

■旧病院概要 ■新病院概要
・延床面積：約520.07㎡
・機　　能：診療所＋病児保育
・竣 工 年：1986年

・延床面積：654.81㎡
・機　　能：診療所＋病児保育
・竣 工 年：2020年

待合室

対象施設の概要

福島県木材協同組合連合会

⑵　

来
院
者
（
保
護
者
）
か
ら
見
た
子
ど

も
の
行
動
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
ス

リ
ッ
パ
や
上
履
き
を
履
か
な
く
な
っ
た

こ
と
や
待
合
室
で
壁
や
床
に
触
れ
る
こ

と
の
ほ
か
、
よ
く
遊
び
、
よ
く
本
を
読

む
と
い
っ
た
行
動
変
容
が
見
ら
れ
る
と

の
意
見
が
あ
り
、
木
造
・
木
質
内
装
が

小
児
の
心
理
・
行
動
に
も
良
い
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
免
疫
力
に
も
良
い
影
響

を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑶　

診
療
所
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
評
価
も

全
体
と
し
て
高
評
価
で
す
が
、
特
に
、

開
放
性
、
広
さ
、
明
る
さ
、
見
た
目
や

暖
か
さ
な
ど
木
質
内
装
が
影
響
す
る
項

目
が
高
評
価
と
な
り
ま
し
た
。

＊菊池医院施設概要
　■施　主：医療法人　仁寿会
　■所在地：郡山市本町
　■工事概要：Ｗ造２階のべ654.81㎡
　■木材使用量：縦ログ55.58㎥、その他構造材220.61㎥
　■設計者：スマートウエルネスタウンペップ
　　　　　　モトマチプロジェクト
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○
は
じ
め
に

　

明
治
二
一
年
、
磐
梯
山
の
噴
火
に
よ

り
、
北
塩
原
村
や
そ
の
周
辺
地
域
に
は
、

桧
原
湖
や
五
色
沼
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

湖
沼
群
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
周
辺
に

は
美
し
い
山
々
が
連
な
り
、
雄
大
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
桧
原
・

裏
磐
梯
地
区
は
昭
和
二
五
年
、
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
自
然
が
織
り
な
す

景
観
は
県
内
有
数
の
観
光
地
と
し
て
多
く

の
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
宝
を
次
世
代
へ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
会
で
は
、
四
季
折
々
の
自
然
や
次
世

代
に
伝
え
て
い
き
た
い
歴
史
・
文
化
を
発

見
し
、
地
域
資
源
と
し
て
そ
の
魅
力
を
多

く
の
人
々
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
会
長 

眞
野
眞
理
子
さ
ん
は
「
こ
の

よ
う
な
活
動
は
、
次
世
代
へ
の
継
承
や
地

域
づ
く
り
と
一
体
の
も
の
で
す
。
既
存
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
個
人
が
つ
な
が
る
仕

組
み
を
つ
く
り
、
一
緒
に
こ
の
地
域
の
宝

を
掘
り
起
こ
し
て
提
供
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
そ
の
魅
力
を
地
域
振
興
に
結
び
付
け

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。」
と
、
地
域

の
自
然
を
保
全
す
る
と
共
に
、
観
光
を
主

軸
と
し
た
持
続
可
能
で
豊
か
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
た
活
動
を
日
々
推
進
し
て
い

ま
す
。

○
磐
梯
の
宝
発
見
講
座

　

同
協
会
で
は
、「
学
ぼ
う
・
伝
え
よ
う
・

守
ろ
う
・
裏
磐
梯
」
を
合
言
葉
に
、『
ば

ん
だ
い
の
宝
発
見
講
座
』（
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
カ
レ
ッ
ジ
）
を
開
催
し
、
地
域
の
自

然
や
文
化
を
掘
り
起
こ
し
磨
き
伝
え
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
を
学
び
、
守

り
、
伝
え
る
活
動
は
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
人
材
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

○
木
地
玩
具
『
守
り
狐
』

　

北
塩
原
村
の
桧
原
・
早
稲
沢
界
隈
で
は
、

か
つ
て
木
地
師
た
ち
が
ブ
ナ
の
木
の
端
材

で
木
工
玩
具
〝
守
護
狐
〟
を
自
作
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
守
護
狐
に
込
め
ら
れ
た
木

地
師
た
ち
の
思
い
を
汲
み
取
り
、「
自
然

を
愛
す
る
心
」
や
「
家
族
が
仲
良
く
暮
ら

す
心
」
な
ど
を
託
す
も
の
と
し
て
、
同
協

会
で
は
地
元
有
志
と
と
も
に
「
守
り
狐
」

木
地
師
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。「
守
り
狐
」
の
製
作
に
は
、
村

で
伐
採
さ
れ
た
間
伐
材
を
使
用
し
、
心
を

込
め
て
一
体
ず
つ
手
塗
り
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
は
絵
付
け
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
無
塗
装
品
に
絵

付
け
を
す
る
体
験
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
裏
磐
梯
の
資
源
を
守
る

　

裏
磐
梯
の
自
然
の
変
化
や
利
用
実
態
等

を
調
査
し
、
そ
の
変
化
を
定
期
的
に
観
測

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
磐
梯
山
の
貴
重
な
高
山
植
物

へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
外
来
植
物
コ
ウ

リ
ン
タ
ン
ポ
ポ
や
生
態
系
へ
の
影
響
が
危

惧
さ
れ
る
特
定
外
来
生
物
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ

ニ
等
が
裏
磐
梯
に
も
多
く
み
ら
れ
、
自
然

環
境
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
特
定
外
来

生
物
の
防
除
活
動
を
実
施
し
な
が
ら
調
査

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
ま
と
め

　

自
然
や
文
化
に
触
れ
合
う
機
会
を
得
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
と
発
見
が
あ

り
ま
す
。そ
し
て
未
だ
秘
め
て
い
る
歴
史
・

文
化
の
魅
力
や
可
能
性
を
掘
り
起
こ
し
、

宝
と
し
て
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
は
地
域

の
魅
力
を
守
り
、
育
ん
で
い
く
た
め
の
大

切
な
取
組
み
で
す
。
貴
方
も
ぜ
ひ
〝
磐
梯

の
宝
〟
を
発
見
し
、
学
び
、
守
り
、
伝
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

郡
山
女
子
大
学 

生
活
科
学
科 

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻 

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

宝
を
守
り
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
）

木
の
文
化
を
育
む
�

木地師の里プロジェクト
「守り狐」絵付け

裏磐梯湖沼群　水質調査ばんだいの宝発見講座裏磐梯トレッキング
桧原湖畔探勝路
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十
二
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
量
は
、
前
月
比
変
わ
ら
ず
（
前
年
比
一
九
㌫
増
）

の
二
六
、
一
〇
六
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
一
㌫
減
（
前
年
比
一
七
㌫
増
）
の
二
五
、
八
四
五
立
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
月
の
価
格
は
強
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（2022年１月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ  0（ 0～ 0） 0  7（ 6～ 8） 0

13～14 並 カラマツ  0（ 0～ 0）△ 11  8（ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ  0（ 0～ 0）△ 15 10（ 8～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並 スギ 10（ 9～10） 0 　（ 0～ 0） 11（11～11） 1 10（ 9～11） 0

10～14 並 スギ 17（16～18） 1 　（ 0～ 0） 16（14～18） 1 17（14～18） 1

中

14～22

3.00
並 スギ 18（15～20） 1 12（12～12） 0 17（17～18） △ 1 17（12～20） 0

並 ヒノキ 24（18～30） 0 　（ 0～ 0） 28（26～30） 1 26（18～30） 0

6.00
並 スギ 20（16～22） 0 10（10～10） 0 21（21～21） 0 18（10～22） 0

並 ヒノキ 30（30～30） △ 1 　（ 0～ 0） 32（32～32） 0 30（30～32） △ 1

20～28

3.65 並 スギ 16（16～16） 0 12（11～13） 1 15（14～17） 0 15（11～17） 1

4.00
並 スギ 15（15～16） 0 11（10～12） 0 15（15～15） △ 1 14（10～16） 0

並 アカマツ 13（12～15） 1 　（ 0～ 0） 11（10～12） 0 12（10～15） 0

1.80 並 アカマツ  9（ 7～10） 0 　（ 0～ 0）  9（ 9～10） 0  9（ 7～10） 0

外　
　
　

材

米
材
（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 38（38～38） 0 38（38～38） 0

並 米マツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 38（38～38） 1 38（38～38） 1
北
洋
材
（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 34（34～34） 0 34（34～34） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 34（34～34） 0 34（34～34） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 34（34～34） 0 34（34～34） 0

パルプ
用材

並 マツ  7（ 7～ 7） 0 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0）  7（ 7～ 7） 0

並 広葉樹 10（10～10） 0 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 10（10～10） 0

　
「
道
の
駅
」
は
、
道
路
利
用
者
へ
の
安

全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
の
提
供
と
地

域
の
振
興
や
安
全
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
休
憩
機
能
」、「
情
報
発
信

機
能
」、「
地
域
連
携
機
能
」
を
要
件
に
国

土
交
通
省
が
登
録
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
年
は
特
に
沿
道
地
域
の
文
化
、

歴
史
、
名
所
、
特
産
物
な
ど
の
情
報
を
活

用
し
多
様
で
個
性
豊
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

県
北
管
内
で
は
北
か
ら
「
国
見
」「
伊

達
」「
つ
ち
ゆ
」「
川
俣
」「
安
達
」「
ふ
く

し
ま
東
和
」「
さ
く
ら
の
郷
」
と
七
箇
所

も
あ
り
、
出
張
時
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
利

用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
が
あ
り
、
そ
こ
に
行
か
な
い
と
食

べ
ら
れ
な
い
も
の
や
手
に
入
ら
な
い
も
の

が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
道
の
駅
」
の
魅
力

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
国
見
の
国
見
バ
ー
ガ
ー
、
伊
達

の
伊
達
鳥
ラ
ー
メ
ン
、
川
俣
の
油
パ
ン
な

ど
現
地
に
行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ
ま
せ

ん
。
車
や
バ
イ
ク
で
道
の
駅
を
訪
ね
て
そ

の
場
の
空
気
を
吸
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
休

憩
を
し
、
特
色
あ
る
地
元
食
を
い
た
だ
く

の
は
最
高
で
す
。

　

ま
た
そ
こ
に
行
か
な
い
と
手
に
入
ら
な

い
も
の
と
し
て
、
道
の
駅
「
伊
達
」
で
販

売
し
て
い
る
伊
達
市
農
林
業
振
興
公
社
制

作
の
伊
達
市
産
イ
ノ
シ
シ
革
製
品
が
あ
り

ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
の
革
は
摩
擦
に
強
く
、

軽
量
で
耐
久
性
が
あ
り
や
わ
ら
か
い
感
触

で
、
写
真
（
今
年
の
干
支
で
あ
る
寅
）
の

よ
う
な
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
パ
ス
ケ
ー
ス
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
是
非
現
地
に
行
っ
て
手

に
取
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
令
和
四
年
四
月
二
七
日
に
は
県

北
管
内
八
つ
め
の
道
の
駅
「
ふ
く
し
ま
」

が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
こ
だ
け
の

個
性
が
、ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
、

今
か
ら
オ
ー
プ
ン
が
楽
し
み
で
す
。

「
道
の
駅
」
探
訪
記

藤　

原　

浩　

幸

福
島
県
県
北
農
林
事
務
所

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。
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お知らせコーナー

言
の
葉

　

大
学
構
内
の
三
〇
〇
㍍
ほ
ど
続
く
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩
き
な
が
ら
（
果
た
し
て
自
分

は
、
こ
れ
か
ら
こ
の
農
学
部
で
勉
強
を
続
け
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
…
。）
や
っ
と
慣
れ

始
め
た
、
一
年
生
の
終
わ
り
に
感
じ
た
不
安
だ
っ
た
。
農
学
に
深
い
興
味
を
抱
け
な
く
て

い
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
二
年
生
の
時
、
必
須
科
目
に
「
植
物
生
理
学
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
葉
の

分
類
や
形
状
を
学
ぶ
講
義
が
あ
り
、
そ
の
時
「
言
の
葉
」
と
い
う
葉
は
ど
ん
な
形
を
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
、
と
ふ
と
思
っ
た
。「
言
葉
」
は
、
無
数
に
あ
っ
て
、
表
現
の
仕
方
に
よ
っ

て
は
暴
力
と
も
化
す
。
だ
が
、「
言
の
葉
」
は
、
人
の
心
の
有
り
様
や
心
の
赴
く
ま
ま
に

正
直
に
形
状
を
変
え
て
い
く
よ
う
な
気
が
す
る
。
揺
れ
動
く
人
の
気
持
ち
で
、
濃
淡
深
浅

な
緑
色
に
も
な
る
し
、
色
づ
き
も
す
る
。
あ
る
い
は
枯
れ
は
て
て
水
に
流
さ
れ
た
り
、
風

に
飛
ば
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
儚
さ
を
も
感
じ
る
。
そ
し
て
、
言
の
葉
は
、
丁
寧
に
「
い

ち
ま
い
」「
い
ち
ま
い
」
と
数
え
た
く
な
る
。
差
し
詰
め
、
言
の
葉
を
分
類
す
る
と
「
人

科　

心
亜
科　

感
性
属
」
だ
ろ
う
か
。
全
く
科
学
的
根
拠
の
な
い
話
だ
が
、
こ
の
一
枚
の

葉
が
、
農
学
へ
興
味
を
持
つ
小
さ
な
一
歩
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
が
、
通
学
の

小
田
急
線
の
電
車
の
中
で
、
何
故
、
植
物
心
理
学
や
動
物
心
理
学
が
な
い
の
だ
ろ
う
、
と

卒
業
ま
で
た
わ
い
も
な
い
こ
と
ば
か
り
考
え
続
け
て
い
た
。

　

朧
月
夜
に
、
淡
い
月
の
光
を
受
け
た
夜
桜
も
な
お
淡
く
、
学
生
時
代
を
懐
か
し
く
思
い

出
す
。
桜
の
花
が
散
り
終
わ
り
、
新
し
い
葉
が
で
て
き
た
ら
「
言
の
葉
」
の
あ
の
続
き
に

思
い
を
馳
せ
て
み
よ
う
と
思
う
。 
（
都
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

「八重桜咲く作業場」
第18回ふくしま森林・林業写真
コンクール特別賞（一般の部）
受賞者　鈴木達也さん（白河市）
撮影場所：猪苗代町蚕養
コメント：八重桜が咲く作業場
ののどかな風景
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集

発　

行

発
行
人
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県

福
島
県
内
四
森
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島
県
森
林
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会

福
島
県
森
林
組
合
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合
会

福
島
県
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組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
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組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

○
野
生
山
菜
等
の
採
取
及
び
出
荷
・
販
売
に
つ
い
て

　

今
年
も
山
菜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
国
か
ら
出
荷
を
制
限
さ
れ
て
い
る

市
町
村
か
ら
採
取
さ
れ
た
野
生
山
菜
等
は
出
荷
・
販
売
、
飲
食
店
や
宿
泊
施

設
な
ど
で
の
提
供
、
無
償
譲
渡
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
等
で
の
販
売
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
野
生
山
菜
等
の
出
荷
制
限

に
つ
い
て
は
福
島
県
林
業
振
興
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
の
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
検
索
ワ
ー
ド
は
「
福
島
県　

山
菜　

出
荷
制
限
」
で
す
。

（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36055c/ringyo-monitoring.html

）

　

ま
た
、
出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
で
採
取
さ
れ
た
野
生
山
菜
等

の
出
荷
を
希
望
す
る
場
合
は
、
出
荷
前
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
農
林
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

安
全
な
野
生
山
菜
等
の
流
通
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

桜‘はるか’Ｑ＆Ａ
Ｑ１　桜‘はるか’って何ですか？
A　　東日本大震災の復興を願い、大河ドラマ「八重の桜」の主演を演じた綾

瀬はるかさんにより命名された新しい品種の桜です。
　　　‘はるか’は、国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所に

より開発され、令和３年５月に種苗法に基づき品種登録されました。福島
県では、震災からの復興と植樹活動による森林づくり意識醸成のシンボル
としています。

Ｑ２　どんな桜ですか？
A　　八重咲きで白色に近い淡い紅色をしています。開花時期は地域によりま

すが、郡山市の場合、例年４月中旬頃に開花しています（写真１～３）。
Ｑ３　‘はるか’を植えたいのですが、どのようにしたら、手に入れられますか？
A　　県庁森林計画課に要望書を提出してください。地方公共団体や緑化に関

わる団体の皆様を対象に、随時要望を受け付けております（図１）。受付
を開始した令和３年９月から令和
４年２月までの期間で、300本以
上の要望が寄せられ、苗木を配布
しています。

　　　なお、生産費・管理費などは負
担していただきますのでご了承く
ださい。詳細は森林計画課のHP
をご覧ください。

　　森林計画課TEL；024－521－7425

写真１　蕾

写真２　開花頃

写真３　満開頃図１　桜‘はるか’の申し込みの流れ



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

（  仙台支店  ） 〒９８１-３１３３ 宮城県仙台市泉区泉中央１丁目１６-６ 

TEL ０２２-347-3689 FAX ０２２-３47-３６９９
（ 本社 ・ 工場 ） 岩手県奥州市水沢字桜屋敷西５-１
（ 支     店 ） 札幌･東北･仙台･関東･中部・関西･中四国・九州

For the future with forest 

http://www.iwafuji.co.jp/ 

令和４年度「林業福島」広告原稿

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ
・最大３８度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上

・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要

・サイドカッタ解除機能により曲がり材に対応

・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材

・ ８コントローラを搭載

・新開発のスタッドローラ（オプション）

 

製品情報



監　
　
　

修　

福
島
県
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林
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産
部　
　

発
行
所　
公
益
社
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法
人
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島
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森
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚

林
業
福
島
四
月
号 

通
巻
第
六
九
二
号

令
和
四
年
四
月
一
日
発
行

（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）


